
去
る
8
月
2
日
に
野
木

沢
地
区
敬
老
会
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
敬
老
会
に

つ
い
て
協
議
し
、
実
施
日

を
令
和
６
年
９
月
17

日

（
火
）
午
後
12
時
開
式
、

場
所
を
母
畑
温
泉
八
幡
屋

で
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
最
近
の
気
温
上
昇
か
ら

小
学
校
体
育
館
で
の
開
催

は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
を
判
断
し
空
調
設

備
の
整
っ
た
会
場
を
使
用

す
る
こ
と
に
至
っ
た
）

【
役
員
体
制
は
次
の
通
り
】

〇
実
行
委
員
長

有
賀

忍
（
区
長
会
長
）

〇
副
実
行
委
員
長

二
瓶

義
正
（
中
野
区

長
）
・
矢
吹

光
明

（
曲
木
区
長
）
・
近
内

晴
美
（
民
生
員
方
部
長
）

〇
庶
務
会
計

自
治
セ
ン
タ
ー.

企
画
商
工
課

実
行
委
員
と
し
て
各
区
役

員
。
民
生
児
童
委
員
・
地

区
公
民
館
役
員
・
地
区
青

少
協
役
員
・
自
治
セ
ン
タ
ー

総
勢
28
名
が
会
の
運
営
に

携
わ
る
。

【
協
議
事
項
】

⑴
敬
老
会
の
日
程
と
役
割

分
担
に
つ
い
て

⑵
事
前
準
備
に
つ
い
て

⑶
敬
老
会
順
序
に
つ
い
て

⑷
賄
に
つ
い
て

⑸
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て

⑹
そ
の
他

以
上
の
内
容
に
つ
い
て

協
議
し
、
今
年
は
、
実
施

内
容
が
変
更
に
な
っ
て
い

る
所
が
あ
り
、
各
実
行
委

員
に
役
割
等
を
確
認
し
、

当
日
の
協
力
に
つ
い
て
も

依
頼
し
た
。

去
る
８
月
３
日
始
発
電

車
が
通
過
後
、
野
木
沢
駅

環
境
整
備
協
力
会
（
３
区

長
・
副
区
長
、
３
区
長
寿

会
長
、
地
区
町
議
員
、
自

治
セ
ン
タ
ー
、
防
犯
連
絡

協
力
員
に
て
構
成
さ
れ
て

い
る
）
に
て
毎
年
駅
環
境

の
整
備
を
年
二
回
行
っ
て

い
る
今
年
の
第
一
回
目
が

実
施
さ
れ
た
。

草
刈
り
や
植
木
剪
定
の

バ
リ
カ
ン
や
除
草
剤
散
布

な
ど
を
行
っ
て
環
境
整
備

を
行
っ
た
。

益
々
水
郡
線
の
利
用
者

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い

野
木
沢
駅
の
利
活
用
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

水
郡
線
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
利
用
時
に
周

り
の
環
境
を
眺
め
て
み
て

下
さ
い
。

去
る
８
月
７
日
（
水
）

に
暑
さ
厳
し
い
中
、
ミ
ニ

デ
イ
の
ぎ
さ
わ
の
会
（
近

内
徳
男
２
班
班
長
）
が
実

施
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
お
口
の
健
康
」
と

い
う
こ
と
で
理
学
療
法
士

の
熊
谷
先
生
の
指
導
の
も

と
参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
共
に
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー

は
、
冷
や
し
中
華
、
和
風

ハ
ン
バ
ー
グ
、
味
噌
じ
ゃ

が
、
フ
ル
ー
ツ
盛
り
合
わ

せ
と
い
っ
た
夏
に
ふ
さ
わ

し
い
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
残
さ

ず
全
部
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

の
ぎ
さ
わ
の
会
で
は
い

つ
で
も
参
加
希
望
者
を
受

け
入
れ
ま
す
。

【
連
絡
先
】
26-

４
９
３

９
（
自
治
セ
ン
タ
ー
ま
で
）
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野
木
沢
地
区
敬
老
会

実
行
委
員
会
開
催

会
を
進
行
す
る
実
行
委
員
執
行
部

会
議
の
様
子

野
木
沢
駅
環
境

整
備
を
実
施

環境整備の様子

駅
舎
前
に
て
作
業
説
明

ミ
ニ
デ
イ
の
ぎ
さ
わ
の
会

暑
さ
に
負
け
ず
実
施

今回の食事



去
る
８
月
９
日
に
区
長
会
、

民
生
児
童
委
員
、
消
防
団
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
介
護
相
談
員
心

配
ご
と
相
談
員

、
長
寿
会
、

保
健
協
力
員
な
ど
福
祉
に

携
わ
る
団
体
総
勢
24
名
が

参
加
し
、
自
治
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

石
川
町
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
阿
部
係
長
よ
り

「
要
配
慮
者
の
支
援
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
資
料
に

添
っ
て
災
害
時
の
避
難
に

つ
い
て
地
域
住
民
同
士
の

協
力
（
共
助
）
が
被
害
軽

減
に
つ
な
が
る
こ
と
の
大

切
さ
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
町
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
石
川
町
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
緑
川
保
健
師
よ
り

石
川
町
の
人
口
や
高
齢
者

人
口
の
デ
ー
タ
を
元
に
説

明
を
さ
れ
た
。
石
川
町
の

人
口
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
地
域
に
残
っ
て
い
る

の
は
高
齢
者
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
地
域
で
支
え
合

い
見
守
り
が
必
要
な
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
大
切
さ
、
気
に
か
け

合
う
意
識
が
広
が
り
、
ま

ず
は
ご
近
所
同
士
か
ら
を

目
指
す
こ
と
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
話
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
野
木
沢
地
区
で
は
毎

年
全
戸
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
広
報
紙
を
配
布
し
て
お

り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
担
当
者
の
名

前
・
連
絡
先
も
載
っ
て
お

り
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ

い
。

毎
年
恒
例
、
秋
の
交
通

安
全
運
動
期
間
に
合
わ
せ

た
取
り
組
み
と
し
て
地
域

ぐ
る
み
で
非
行
・
交
通
事

故
・
犯
罪
や
火
災
等
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
地
域
住

民
が
互
い
に
協
力
し
合
い

認
識
す
る
と
共
に
地
域
の

人
々
の
理
解
と
協
力
の
も

と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

青
少
年
の
事
件
事
故
防
止

等
の
意
識
の
確
立
と
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
交

通
安
全
防
犯
運
動
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
を
実
施
す
る
。

実
施
日
：
令
和
６
年
９
月

14
日
（
土
）
12
時
30
分
～

場
所
：
野
木
沢
小
学
校
出

発
し
、
野
木
沢
駅
ま
で
行

き
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
野
木
沢

小
学
校
に
戻
る
コ
ー
ス
。

（
例
年
通
り
）

会
議
の
中
で
協
議
さ
れ
た

内
容
と
し
て
今
の
暑
さ
で

あ
る
。
昨
年
も
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
、

炎
天
下
の
中
で
の
演
奏
は

危
険
で
あ
る
と
の
判
断
か

ら
パ
レ
ー
ド
は
中
止
と
な
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
今
年
に

つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
日
に
学
校
と
区
長
会
の

判
断
で
中
止
す
る
こ
と
で

確
認
し
た
。

今
年
は
小
学
校
最
後
の
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
何
と
か

気
温
が
お
さ
ま
り
パ
レ
ー

ド
が
実
施
で
き
る
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

地
域
の
皆
様

も
祈
っ
て
頂
き

開
催
で
き
た
時

に
は
野
木
沢
小

学
校
と
し
て
は

最
後
の
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
を
見
て

頂
き
、
声
援
を

送
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

去
る
８
月
29
日
に
男
の

料
理
教
室
（
近
内
貞
夫
代

表
）
は
大
玉
村
に
あ
る
森

の
民
話
茶
屋
に
食
に
つ
い

て
の
研
修
会
を
行
っ
た
。

地
域
の
食
材
を
活
用
し
た

田
舎
料
理
を
提
供
す
る
食

事
処
で
、
地
域
の
方
が
雇

わ
れ
て
食
事
を
提
供
し
て

い
る
。
今
後
の
料
理
教
室

で
の
活
動
に
少
し
で
も
活

か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
と

い
う
思
い
で
今
回
企
画
し

研
修
を
行
っ
た
。
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
も

あ
り
今
後
の
教
室
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
次
に
物
づ
く
り

体
験
と
し
て
三
春
町
デ
コ

屋
敷
大
黒
屋
に
て
お
面
の

絵
付
け
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
作
品
は
皆
さ
ん
個
性

が
そ
れ
そ
れ
出
た
形
で
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
今
年

の
文
化
祭
で
展
示
し
ま
す

の
で
見
た
い
方
は
文
化
祭

に
お
出
で
下
さ
い
。
そ
の

後
、
場
所
を
移
動
し
三
春

町
大
字
上
舞
木
板
子
地
内

の
休
耕
田
を
活
用
し
た
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
を
見
学
し
ま

し
た
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
結
成
し
た
団
体
が
中

心
に
活
動
し
て
い
る
。
皆

さ
ん
充
実
し
た
研
修
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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９月各団体行事予定
日 曜日 内 容 日 曜日 内 容

1日 日３区秋の道普請作業 12日 木文化祭実行委員会
2日 月サークルひまわり文化祭作品作成 14日 土祖父母参観
3日 火評語コンクール審査会 14日 土交通安全、防犯、防火鼓笛パレード
4日 水ミニデイのぎさわの会 15日 日藤田城整備
5日 木中野長寿会奉仕作業 17日 火地区敬老会
6日 金敬老会代表選出会議、 19日 木自治センター消防訓練
7日 土宵祭り、祭り準備 20日 金野小なかよし班遠足（地域巡り）
8日 日本祭り、子供御輿（中野、曲木、塩沢） 25日 水のぎさわの会事前会議（4班）

男
の
料
理
教
室

移
動
研
修
の
実
施

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
会
議会議で町担当者の説明

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
団
体

長
会
議
の
実
施

研修会の集合写真
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